
地域医療提供体制データ分析チーム構築支援事業

事業内容

・地域医療構想の推進にあたって、和歌山県内の各地域における様々な医療需要の
現状把握と将来推計を行う

・事業の実施にあたっては、厚生労働省補助事業を活用
（補助事業はＲ６年度単年であるが、Ｒ７年度も申請予定）

事業体制

分析項目検討チーム データ分析チーム

京都大学
・レセプト関連データを用いた分析
・医師等医療従事者に関する分析

和歌山県立
医科大学

・救急搬送データを用いた分析

地域医療構想
アドバイザー

病院関係者

和歌山県庁

保健所長会会長

参考資料１
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分析目標
2040年にむけて持続可能な和歌山県の医療の姿を明らかにする

二次医療圏ごとの地区診断を実施

目指す姿

●医療の需要と供給にギャップが生じる
主な課題

●医療・介護スタッフ（供給）の減少
→少ない供給で、多くの需要に対応する方法を見つけ出す必要がある

→人口構造の変化に伴う医療需要の変化に対応する必要がある

※高度急性期・急性期について、和歌山県内で完結できる

→県民に医療が必要となった際、本人・家族が現在の生活を維持しながら、医療サービスを享受できる

●二次医療圏内で急性期の一部・回復期・慢性期・在宅医療・外来医療が完結できる

→自宅あるいは介護施設における看取りが、住み慣れた地域で完遂すること

→急性期、特に高度急性期医療の際、病病・病診連携により、適切な時期に住み慣れた地域
(二次医療圏内）へサービスを円滑に移行させる仕組みがある

県民一人一人が、医療や介護を必要とする状態になっても、できる限り住み慣れた地域で安心
して生活を継続し、その地域で人生の最期を迎えることができる環境が整っていること
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今回は、入院に係る
分析結果を報告
（ＫＤＢデータ分析）

県内入院患者における
疾患割合
居住市町村ごとの
医療圏完結率

①

②
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国保（KDB）レセプトデータの分析について

対象：国民健康保険、後期高齢者医療制度に加入している県民
●国保（KDB）レセプトデータの内容

●疾患の定義
レセプトの傷病名のうち、以下の優先順で傷病名コードの１つを代表する疾患として選定し、
ICD-10コードに置き換え（ICD-10について詳細は次ページ）
【１】主傷病
【２】疑い傷病名ではない
【３】レセプトの中で傷病名の算定順が早い

●入院件数の定義
患者が病院の建物に入って手続きをして、出ていく時までを１入院としてカウント （１レセプト≠１入院）
※数カ月にわたる入院は、複数レセプトを組み合わせて１入院とする
（例）癌治療で、毎月５日間入院を３か月繰り返す場合は、３か月分を集計して1入院とする

加入者数：385,859人【2023(R5)年3月末時点】（2024年4月1日の県人口比43％）
診療実施月：2017(H27)年4月～2023(R5)年3月

※１エピソードにつき１つの傷病を代表する疾患として選定するため、
複数の病態がある場合も代表する傷病１つのみを選定
（例）「高血圧と糖尿病を合併している症例」「肺癌で入院し敗血症で治療した症例」の場合、

上記の優先順位で１つの病名を代表とする

※現在、データの精査を京都大学で実施中
（今回、発表を行う結果は現時点のものであり、未確定のものとなります）
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ICD（国際疾病分類）とは ※厚生労働省作成「ICDのABC」より抜粋

世界保健機関（WHO）は、保健医療福祉分野の統計について国際比較を可能とするため、複数の国際統計分類を作成し、その
中心分類の一つとして、ICD（国際疾病分類）を位置付けている。

ICD（国際疾病分類）の正式な名称は「疾病及び関連保健問題の国際統計分類：International Statistical Classification of 
Diseases and Related Health Problems」といい、疾病、傷害及び死因の統計を国際比較するためWHOから勧告された統計分類
である。

日本では統計法に基づき「疾病、傷害及び死因の統計分類」と定められており、我が国におけるICD-10は「ICD-10（2013年
版）準拠」が適用されている。

ＩＣＤ－１０（２０１３年版）準拠 基本分類

国保レセプトデータにおける
疾患別入院患者の状況について
以下の分類・順序で分析

【１】ICD-10 基本分類の「第1章～第22章」
（左図）

【２】ICD-10 疾病分類表の「中分類」
（詳細は次ページ）

【３】「傷病名称」

↓

↓
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ICD-10疾病分類表 「中分類」 詳細
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ICD-10基本分類別の入院患者（年齢階層別）の状況

●割合（年齢階層別ごとの割合と全体での割合）

全体割合の上位６分類

ICD-10 疾病分類表の「中分類」（項目詳細はＰ３）

「傷病名称」

さらに、以下の分類で抽出

※表記は10以下の数字

※KDBレセプト（2017年～22年度）をもとに県医務課で作成 未確定

元データ精査中のため今後実施
（分析イメージはＰ７）
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ICD-10基本分類「9章 循環器系の疾患」内訳 （ICD-10疾病分類表「中分類」で表示）

●「循環器系の疾患」のICD-10疾病分類（中分類）上位４分類の傷病内訳（主なもの）
①その他の心疾患 ②高血圧性疾患

③脳梗塞 ④虚血性心疾患

●割合（年齢階層別ごとの割合・全体での割合）

※表記は10以下の数字

※KDBレセプト（2017年～22年度）をもとに県医務課で作成

詳細分析イメージ
（数字はサンプルです）
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圏内入院
上位２０％

圏内入院
下位２０％

※KDBレセプト（2017年～22年度）をもとに県医務課で作成

8

未確定
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●ICD-10基本分類における割合が14.0％（1位）

※KDBレセプト（2017年～22年度）をもとに県医務課で作成

【全体割合1位】 未確定
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※KDBレセプト（2017年～22年度）をもとに県医務課で作成

●ICD-10基本分類における割合が13.5％（２位）

【全体割合2位】 未確定
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※KDBレセプト（2017年～22年度）をもとに県医務課で作成

●ICD-10基本分類における割合が10.0％（3位）

【全体割合3位】 未確定
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※KDBレセプト（2017年～22年度）をもとに県医務課で作成

●ICD-10基本分類における割合が9.6％（4位）

【全体割合4位】 未確定

12



13

※KDBレセプト（2017年～22年度）をもとに県医務課で作成

●ICD-10基本分類における割合が7.5％（5位）

【全体割合5位】 未確定
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※KDBレセプト（2017年～22年度）をもとに県医務課で作成

●ICD-10基本分類における割合が6.2％（6位）

【全体割合6位】 未確定
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